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研究成果の概要（和文）：本研究では、就学前の子どもが大人（およびロボット）が聞く「はい」か「いいえ」
で答えるさまざまな質問に対し、どのような回答傾向を示すか調べた。日本とハンガリーの2、3歳児は大人の質
問に同意しがちであり、質問の内容にそれほど影響を受けないことが分かった。しかし年長児は質問者や質問内
容によって同意することもあるが、否定することもあった。また日本とハンガリーの年長児は、英語圏の子とも
ど異なり、回答が分からないときには「分からない」と答えることもわかった。

研究成果の概要（英文）：This study investigated whether preschoolers exhibit a yes or nay-saying 
bias to yes-no questions. Japanese and Hungarian 2- and 3-year-olds exhibited a yes bias to various 
questions, whereas older preschoolers exhibit a yes or nay-saying bias depending on questions or 
questioners. Moreover, Japanese and Hungarian older preschoolers said "I don't know" when they did 
not know answers of the questions: this tendency was different from that of English-speaking 
children.

研究分野：発達心理学
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1. 研究開始当初の背景 
 コミュニケーションにおいて質問は不可
欠である。しかし、子どもは必ずしも大人の
質問を意図通りに解釈して適切な回答を答
えられるとは限らない。たとえば 2、3 歳児
は、大人の「はい」か「いいえ」で答える質
問（以下 YN質問）に対し、「はい」と答える
ことが多い回答の偏り（肯定バイアス）を示
すことが指摘されている(e.g., Fritzley & Lee, 
2003; Gopnik, Sobel, Schulz, & Glymour, 2001; 
Okanda & Itakura, 2008; Wimmer, Hogrefe, & 
Perner, 1988; Waterman, Blades, & Spencer, 
2000)。一方で、就学前児を対象とした発達心
理学実験では、YN 質問を含むさまざまな質
問が主な手法として用いられてきており、ど
の年齢の子どもがどのような質問に適切に
答えられるかを明らかにすることは急務で
ある(Fritzley & Lee, 2003)。 
 研究代表者は、これまでも肯定バイアスを
含む反応バイアスのメカニズムについて検
討してきた(e.g., Okanda & Itakura, 2008, 2010, 
2011; Okanda, Somogyi, & Itakura, 2012; 
Okanda, Kanda, Ishiguro, & Itakura, 2013)。その
結果、2，3歳ごろの子ともは、住んでいる国
に関わらず、さまざまな YN質問に肯定バイ
アスを示し、これは認知能力や言語能力が未
熟なために起きている可能性がことが明ら
かとなった (Moriguchi, Okanda, & Itakura, 
2008)。こうした能力が発達する 4歳ごろから、
子どもは YN質問に正しく答えられるように
なるが、一方でどのような状況で肯定バイア
ス、あるいは「いいえ」と答えることが多い
否定バイアスを示すかについては、文化や社
会的な要因に影響される可能性が高い(e.g., 
Okanda et al., 2012, Okanda et al., 2013)ことも
分かってきている。 
本研究は、このメカニズムについてさらに
掘り下げることで、質問を介した子どものコ
ミュニケーション能力の発達プロセスをよ
り詳細に明らかにしようとするものであっ
た。また、上述したように、子どもがどのよ
うな状況でどのような反応バイアスを示す
のかについて明らかにすることは、子どもの
コミュニケーション能力の発達過程だけで
なく、発達心理学研究において、いかに子ど
もに質問をするべきかといった問いにも答
えることができると考えられた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、2～6歳の子どもにおける、1)
社会的圧力と肯定バイアスの関連、2)子ども
の利益と肯定バイアスの関連、および 3)日本
とハンガリーの子どもの回答が分かる・分か
らない質問への反応バイアスの検討と、「分
からない」反応の頻度、それぞれの文化圏の
大人における「分からない」反応の評価につ
いて検証した。これまでの検討に加え、どの
ような年齢の子どもがどのような質問をど
のような他者にされた場合に反応バイアス
を示すかについて詳細に検討することは、子

どもの反応バイアスのメカニズムを調べる
上で不可欠である。また、「分からない」と
いう回答は、「はい」と「いいえ」以外の第
三の回答であり、本当に回答が分からない場
合には、「分からない」と答えることが正答
にもなりうる。しかし、英語圏の子どもでは
「分からない」という回答はほとんど見られ
ないことが報告されている (e.g., Fritzley & 
Lee, 2003; Waterman, Blades, & Spencer, 2004)。
東洋圏に属する日本と、英語以外の言語を話
す西洋圏に属するハンガリーの子どもと大
人における「分からない」反応を調べること
は、文化による質問への回答傾向の違いなど
を明らかにする上でも重要である。 
 
３．研究の方法  
 本研究では主に 2 つの検討を行った。1 つ
は日本の 2〜6 歳児を対象としたもので、異
なる質問者が様々な YN質問を聞いた際に、
これらの年齢の子どもにどのような回答の
偏りが見られるか調べるものであった。具体
的には、これらの年齢の子どもが物の知識に
関する質問（たとえば赤いりんごについて
「これは食べるもの？」「これは緑？」と聞
く）、物の分配結果に関する質問（実験者と
子どもの間で公平な分配と不公平な分配を
した後に、それぞれ「これで良い？」「これ
はダメ？」と聞く）、および社会的圧力を感
じさせる、回答が曖昧な質問（たとえばシマ
ウマ柄のキリンやゾウなどAとBの 2つの特
徴を持つ対象物について、実験者が「私は、
これは A (B)と思うけど、これは A (B)?」と自
分の意見を述べてから質問する）に対しどの
ような回答を示すかに加えて、相手に気を使
う肯定バイアス（実験者がわざと失敗した課
題について「私、上手？」と聞いたり、望ま
ないプレゼントを渡して「嬉しい？」と聞く
など）を示すかについて検討した。気遣いか
ら生じる肯定バイアスについては、望まない
プレゼントをもらった場合や、実験者の外見
が少しおかしい場合に、「うれしい？」や「大
丈夫？」と聞かれたカナダの 3歳以上の子ど
もは、「はい」と答えることが報告されてい
る(Talwer & Lee, 2002; Talwer, Murphy, & Lee, 
2007)。こうした相手を思いやってつく嘘は一
般的に白い嘘と呼ばれている。本研究では、
同様の状況において、日本人の子どもにおい
ても白い嘘が見られるかについて検討した。 
 もう 1つは、2〜6歳の日本とハンガリーの
子どもが、回答が分かる、あるいは回答が分
からない（「これはドミリ？」など無意味語
を含んでいる）物の知識に関する質問に対し
て反応バイアスを示すか、および「分からな
い」と答えるかどうかについて検討した。さ
らに、4～6 歳児を対象に、「分からなかった
ら分からないと言ってもいいよ」と教示した
場合に、「分からない」回答が増加するかに
ついて検討した。 
 
 



４．研究成果 
 第一に、これまでの研究代表者が明らかに
してきた研究結果と同様に、日本の 2、3 歳
児は物の知識に関する質問のほか（ e.g., 
Okanda & Itakura, 2008）、物の分配結果に関す
る質問においても肯定バイアスを示した。年
少の子どもは、あまり自分の利益に関係のな
い物の知識に関する質問に加え、物の分配結
果のような自分の利益に関わる質問であっ
ても、肯定バイアスを示すことが明らかとな
った。これは、年少児は大人の YN質問に自
動的に肯定バイアスを示すという代表研究
者のこれまでの知見を再度裏付けるもので
あった(e.g., Okanda & Itakura, 2010, 2011)。 
しかし興味深いことに、2、3歳児はシマウ
マ柄のキリンなど、2 つの特徴を兼ね備えた
対象物に関する質問には肯定バイアスを示
さなかった。年少児は、大人の質問に「うん」
という回答をすることにより、同意や従順さ
を示している可能性があり、明らかに Aでも
Bでもない対象物を見せられた場合、あるい
は回答が 1 つに限られない曖昧な質問には、
同意を示しにくいのかもしれない。言い換え
ると、年少児は大人の YN質問に自動的に同
意するが、それはあくまでも同意しても良い
文脈の質問のみで、明らかに同意しがたい場
合には「いいえ」と答えることができる可能
性がある。これは 2歳ごろの「イヤイヤ期」
の子どもが「ううん」「違う」「いや」など年
少児が必ずしも大人の質問や問いかけに同
意するわけではないことを説明するかもし
れない。今後、年少児が 1つしか正答がない
質問にのみ肯定バイアスを示すのか、あるい
は年少児がどのような質問に同意し、どのよ
うな質問に同意しないのかについて、より詳
細に調べる必要があるだろう。 
 一方、日本の年長児は、対面の見知らぬ大
人が聞く物の知識に関する質問には肯定バ
イアスをこともあるが(e.g., Okanda & Itakura 
2008; Okanda, et al., 2012および本研究)、比較
的社会的圧力を感じにくい質問者（たとえば
人間とコミュニケーションができるロボッ
ト・できないロボット）が聞く物の知識に関
する質問には肯定バイアスは示さず、場合に
よっては否定バイアスを示すことが分かっ
た(Okanda, Zhu, Kanda, Ishiguro, & Itakura, 
2018)。これは、年長児はビデオの中の見知ら
ぬ大人やロボット、あるいは対面の母親には
肯定バイアスを示さないという代表研究者
がこれまで得てきた知見と同様のものであ
った(Okanda, et al., 2012; Okanda, et al., 2013)。 
 また、年長児は「私は・・・と思うけど」
と実験者の意見を述べてから聞く回答が曖
昧な質問には否定バイアスを示した。これま
での研究では、年長児が対面の見知らぬ他者
に肯定バイアスを示すのは、社会的圧力を感
じやすい他者への遠慮からであると考察さ
れてきたため(e.g., Okanda & Itakura, 2010, 
2011; Okanda et al., 2012)、年長児は見知らぬ
他者の「私は・・・と思うけど」に対し、よ

り同意を示すのではないかと考えられた。し
かし結果は予測とは異なるものであった。こ
れは年少児と同様に、年長児においても、回
答が 1 つに限られていない質問の場合には、
肯定バイアスが出にくいということを示し
ているのかもしれない。あるいは、明らかに
回答が Aでも Bでもない場合には、見知らぬ
大人の意見には同意しないという可能性も
考えられる。今後、年長児が良く知っている
相手や信頼する相手からの同様の質問に対
し、同意を示すかどうか調べる必要があるだ
ろう。 
 さらに、他者に気を使って肯定バイアスを
示すかどうかについては、カナダ (Talwer & 
Lee, 2002; Talwer et al., 2007) とは異なる結果
が得られた。日本の 3歳児と 5歳児は、実験
者の課題の遂行がうまくなかった場合や、望
まないプレゼントをもらった後に「私、上
手？」や「うれしかった？」と聞かれても、
「はい」と答えることはなかった。また、紙
芝居形式で、登場人物が白い嘘をついた場面
を読み聞かせ、5 歳児にそれが嘘であるか、
および良いことかについて判断させたが、こ
れらのことが理解できている子どもはほと
んど見られなかった。白い嘘の検討について
は欧米での研究がほとんどであるが、白い嘘、
すなわち良い嘘、あるいは他者のための嘘の
定義は画一的なものではなく、文化によって
異なる可能性もある。今後、日本の子どもに
おいて、別の状況で白い嘘が見られるか、あ
るいは白い嘘と認識されるかについて、再検
討する必要があるだろう。 
 日本とハンガリーの子どもには大きな文
化差は見られず、2，3歳ごろの子どもは回答
が分かる質問、分からない質問のどちらにも
肯定バイアスを示した。そして両国の 5、6
歳の子どもは、回答が分からない YN質問に
自発的に「分からない」と答える傾向があり、
「分からない場合は分からないと言っても
いいよ」と伝えた場合には、その傾向はより
強くなった。北米と異なり(e.g., Fritzley & Lee, 
2003)、日本とハンガリーでは、回答が分から
ない YN質問に対し、「分からない」と答える
ことに強い抵抗はなさそうであった。 
さらに、日本とハンガリーの大人は、回答
が分からない YN質問に対して「はい」と答
えるよりは、「分からない」と答える方が良
いと評定する傾向が強かった。質問に対する
回答傾向は、大人から子どもへ伝達され、そ
れは 5、6 歳頃から態度として示されるよう
になるということが示唆された。 
 本研究は、2～6歳の日本とハンガリーの子
どもが大人（とロボット）の言語質問にどの
ような回答傾向を示すかについて検討した。
その結果、基本的に子どもは 4歳ごろから自
動的な肯定バイアスは示さなくなるが、質問
の対象物によって、「はい」と「いいえ」の
どちらの回答が多くなるか異なる可能性が
明らかとなった。質問の内容のほか、質問者
が誰であるかという点も子どもにとって重



要である可能性が高く、今後、子どもがどの
ような関係の他者（たとえば信頼できる他者
と信頼できない他者など）からの質問に同意
しやすいかについて調べる必要があるだろ
う。 
また、日本とハンガリーの 5，6 歳児は、
回答が分からない場合には「分からない」と
答え、これは英語圏の報告とは異なるもので
あった。YN 質問に対し、どのような回答を
するべきかについては文化差があり、特にそ
れは 5歳以降に見られる可能性が高い。子ど
もに質問をする際には、子どもの年齢ごとの
質問への回答傾向に加え、それぞれの文化に
とって好ましいとされる回答は何か、という
ことにも考慮する必要があるだろう。 
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